
2026年度入学者 継続的指導修了後のアンケートより 

 

総合型選抜入試で合格した方は 10月からスタートする継続的指導の講義に参加していただきま

す。昨年度の参加者にアンケートを実施しましたので、是非エントリーのご参考にしてください。 

 

昨年度は、3回講義が行われました。 

 

【講義内容】 

・学びについて・ワークブック解説（10月） 

・東洋医学の基礎（11月） 

・治療家とは（1月） 

 

 

【受講後アンケート集計結果】 
 
Q.テキスト全体の難易レベルはあなたにあったものでしたか。 
 

 

易しい 2  

 

やや易しい 7  
ちょうどよい 19  
やや難しい 4  
難しい 3  

無回答 
0  

 

Q.入学後に学習する内容のイメージができましたか。 

     

そう思う 20  

 

 

ややそう思う 14  
 

あまりあてはまらない 1  
 

まったくあてはまらない 0  
 

無回答 0  
 

   

 

Q.継続的指導の講義はためになりましたか。 
 

ためになった 25 

 

どちらかというとなった 7 

あまりそう思わない 1 

そう思わない 0 

無回答 2 

 (裏面に続く) 
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～～～ 受講した方の感想をピックアップしました ～～～ 

 

・大浦校長の講話です。治療家として大切なこと、 

大事にしなければならないことは入学前から意識づける 

必要があるので、とても良い時間、重要な時間でした。 

・第 2回の瀧口先生の入学後のロードマップや教科の説明は 

事前準備とモチベーションに繋がりました。 

・松田先生の「3年間の学習、生活が問題なくできる体力づくりを！」 

という言葉が本当にその通りだなと思い、講義資料を読み返しています。 

・人間の体にはこういったタイプの人間が存在するものなのかと、東洋医学に触れた初め

ての講義だったため、この先もずっと心に残っていると思います。 

・40 歳半ばを超えてようやく見つけた「これだ！！」と思う道です。まずは自分でケア

できるようになり、次に苦しむ人たちの手を取れる治療家になれるよう、一歩一歩学び

を深めて努力していきたいと思っております。 

 

 

 

 
担当教員からのメッセージ（瀧口） 

総合型選抜（旧 AO入試）継続指導を担当させて頂く専任教員の瀧口です。 

この継続的指導では、入学する前から専任教員によるプレ授業を受けることができ、入学後の 

授業の雰囲気をつかむことができます。また、配布されるワークブックに取り組むことで 

今後の学習内容を見通したり、勉強習慣を身に付けるきっかけになります。 

覚えることの多い学生生活において大きなメリットとなるでしょう。 

 


